
令和５年度 日立市教育研究会先進校等調査派遣研修報告書 

 

                        日立市立多賀中学校 教諭 五耒 大 

 

１ 派遣期日   令和５年１１月２５日（土） 

 

２ 派遣先    学校名 明星学園小学校・中学校（井の頭キャンパス） 

                 所在地 〒１８１－０００１ 東京都三鷹市井の頭５－７－７ 

                 https://www.myojogakuen.ed.jp/ 

 

３ 研修内容  『教科教育が担うものとは』 

   ①公開授業 

②全体会：講話「学校教育の課題」 【特別講師 内田 樹】 

 

 ①公開授業（比留間 修吾 明星学園 中学校） 

  授業テーマ 「物をより遠くへ投げるための効果的な技術的指導について～理論と実践～」 

   

１．単元名   陸上競技 投種目：ジャベボール（第９学年４組） 

   

２．指導にあたって 

  （１）教材について 

ジャベボールは、陸上競技の槍投げに繋がる競技として位置付けられており、「走る・踏       

み切る・投げる」といった運動の基本的要素の組み合わせによって構成されている運動で  

ある。ジャベボールは長さ約３２㎝、重さ約１４０g、後方に３枚の羽を備える投擲物であ  

る。２０１６年から全国小学生陸上競技交流大会でソフトボール投げに変わって採用され  

ている。 

（２）指導について 

     ８年生（中学２年）時に一度ジャベボールの授業を行っているが、単元の初めにボール 

の握り方・ピッチング動作と槍投げの投動作との違いなどの基礎的な項目の確認から実施 

した。投げる動作に対して苦手意識をもっている生徒もいるので、一連の投動作（テイク 

バック・重心移動・スナップ・リリース）を行うことで綺麗な音が出ることを指導する。

基礎的な動作の練習を毎時間取り入れ、実際の槍を投げるといった高度な内容も体験して、

本来の競技の楽しさに気づけるような工夫をしている。また、授業では個人スポーツで 

はあるが、生徒同士の教え合いによって仲間をより感じることができるように生徒同士の 

声掛けなどは日々の授業から意識をさせている。後半は、発表会形式を取り入れ、最後の 

授業（本時）で各グループの課題改善の過程を発表し、他のグループが評価を行った。 

 

３．本時（全５時間中の５時間目） 

（１）本時の目標 

・上肢だけでなく、下半身からの力の伝導によって効率の良い投動作を目指すことができる。 

・課題改善のために練習をしてきたフォームで運動の局面融合がされた投動作を目指すこと  

ができる。 

・それぞれのフォームを見ながらアドバイスをし合い、運動感覚を身につけることができる。 

 

 

 



（２）本時の展開 

時間 １     ２        ３        ４       ５ 
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４ 感想 

今回の研修では、投運動と球技を中心に授業参観を行った。特に、その中での教師と生徒の前向

きな関わりが印象的であった。教師が明るく生徒に声をかける場面が多く見られ、生徒の表情もと

ても明るく伸び伸びと活動していた。また、教師が、生徒の声やつぶやきを拾い、生徒の心を開か

せる環境作りを意識していた。今後の授業づくりでは、問いかけの仕方を工夫することで、さらに

深い学びのある授業になるよう努めていきたい。 

また、互いの動きを評価しあう際にＩＣＴを使用していた。ＩＣＴを活用することで動作が視覚

化でき、生徒の興味も湧き、グループでの会話が活性化されることを客観的に検証することができ

た。 

細かな校則に縛られない生徒たちの姿を見て、固定概念に囚われず、教育の基本に立ち返り、広

い視点で物事をとらえることが大切だと学んだ。そして、改めて学習の方法を教師による「受動的

注入」から生徒の「主体的思考」に変えていき、本校の実態を踏まえながら、教師も子どももお互

いに刺激し合い、共に学んでいく教育活動を実現したい。 

○導入（挨拶・出席確認・健康観察・振り返り・本時の目標確認） 

○基本となる投運動の（スナップ・重心移動・

リリース動作）の習得 

 ・フォームの確認（シャドー） 

・ペアでのキャッチボール（遠投） 
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○まとめ（整理運動・振り返り・本時のまとめ・健康観察） 
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